
2018 年のキーワードは『遊び環境の保障とこども参画の推進で拓く地域の未来』

５０年後の北海道の未来に向けて

１．遊び環境の保障とこども参画の推進で拓く地域の未来

２．社会資本から文化資本へー北海道命名１５０年を契機に

３．地方議会からの日本創生ー草の根民主主義の実践

この３つの大きな方向性をもって、活動してきました。

そして、9月6日の胆振東部大震災後のブラックアウト、大規模停電を体験して以降は、

被災地支援と災害に強いまちづくりの実践も重点として活動してきました。

道議会にて公開学習会を、2017年から重

ねてきました。「自然保育」「自然環境」

「こども参画」などがキーワード。

その勉強会のつながりから、５月には東川

町で「森のようちえんだいせつネットワーク」

主催の勉強会が開催されました。

これからも地域の実践者を応援し、政策のス

タートが多くの人にとって身近なものになる

よう取り組みを続けます。

《全道･全国の仲間とつながって》

北川正恭元三重県知事らが呼びかけた「ローカ

ルマニフェスト推進連盟」に１期目から参加。

2000件以上の応募となった日本最大の政策

コンテストとなった「マニフェスト大賞」の副

実行委員長を務め、帯広、札幌と北海道ブロック研修会を開催。

先進的な議会改革の情報共有に努力し続けています。

《地元白石区でも》

国会だけが政治ではない～自治、草の根民主主義をキーワードに、

5月中旬から7月末を集中月間に、それぞれの地域にあったテーマ

（食と農、国際交流、白石の歴史、マンションでの支え合いなど）

を選び、お話会を実施しました。

カフェなどの一角をおかりした相談サロンも、ほぼ毎月１回、白

石区内のどこかで実施中です。今年は環境生活常任委員会で、

百年記念施設（北海道博物館･開

拓の村･百年記念塔）のこれから

について、3度（3/19．9/10、

11/26）にわたり質問。

タウシュベツ橋梁をはじめ、道内

の多くの文化資源の現状も見てきました。

また、北海道の歴史、白石区の歴史などを学ぶ場に

積極的に参加し、主催もしてきました。

９月６日(木)午前３時７分ごろ、勇払郡厚真町を震源地とする地震が発生しました。

災害は、その地域のもともと持っている課題が浮き彫りになる機会でもあります。特に被害の大きかった３町の地域リーダーと連携を取

りながら支援を続けています。また、地元白石区でも大規模停電からの学び、気づきをもとに、独立型太陽光発電や SNS の講座など、

減災のための情報提供を積極的にしていきます。災害の時に逃げ込める事務所づくりを目指します。
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１．遊び環境の保障と

こども参画の推進で拓く地域の未来

毎年、政経セミナーでその年の

キーワードを皆さんと共有する

ことにしています。

2018 政経セミナー（札幌市）

２．社会資本から文化資本へ

～北海道命名１５０年を契機に～

３．地方議会からの日本創生

～草の根民主主義の実践～

子どもの遊び環境、ハ

スカップ、木育など、

も とも と あ る地 域資

源 を活 用 し た３ 町の

支援に入りました。

商店街にある事務所の“強み”が、ささ

やかでも発揮できたのは嬉しいことで

した。

独立型太陽光発電の拠点を一つでも多

く増やしていくための講座を、２ヶ所で

開催しました。


